別記様式第１号
クラウドファンディング活用促進事業　事業（実績）計画書
１　事業実施主体の概要
	事業所名
	

	代表者役職・氏名
	

	所在地
	〒

	
	

	設立（開業）年月日
	年　　月　　日

	製品
（該当に◯を付けること）
	工芸品
	地酒

	
	・　伝統的工芸品

（品目：　　　　　　　　）
・　上記以外の工芸品※１
（品目：　　　　　　　　）
　
条　件

該当
ア　日常生活

イ　製造過程が手工業

ウ　伝統的技法

エ　伝統的原材料

　　該当する場合は◯を付すこと
・　工芸品に類する製品※２

	・　日本酒

・　ワイン

・　焼酎

・　ウイスキー

・　クラフトビール

・　その他酒類

　　（名称　　　　　　　）

	資本金
	　　　　万円

	従業員
	　　　　人
（うち正社員  　人、その他  　人）

	担当者連絡先
	担当者

職氏名
	
	TEL
	

	
	
	
	FAX
	

	
	
	
	E-Mail
	


※１：各条件に該当すると判断した根拠資料を添付すること。
※２：工芸品に類する製品であると判断した根拠資料を添付すること。
２　事業計画（実績）（具体的かつ簡潔に記載してください。複数ページになっても構いません。）
	事業名
（プロジェクト名）
	

	クラウドファンディング（CF）の種類
	購入型　・　寄付型
	CFの募集方式
	All-or-Nothing ・ All-in

	CF仲介事業者名
	
	CF仲介事業者との契約日※1
	令和　年　月　日

	資金調達期間
	　令和　　年　　月　　日　　～　令和　　年　　月　　日

	資金調達額
	CF支援目標額（A）
	調達額（B）※1
	達成率（B/A*100）※1

	
	円
	円
	％

	CF仲介事業者に支払う手数料率
	　　　　％
	CF仲介事業者に支払う手数料（見込み）
	円

	手数料支払予定日
※2
	　令和　　年　　月　　日

	プロジェクトを実施する目的
	

	プロジェクトの概要（できる限り詳細に記載してください）
	【背景、概要、資金が必要な理由　等】
【商品　等】
【プロジェクトを実施するうえでの現在の状況】
【資金の用途】
【スケジュール】


	支援者へのリターンの内容
（対象商品が複数ある場合は、任意様式により提出することも可能。）
	


※1：交付申請時点では記載不要。
※2：実績報告書の提出期限は、補助事業完了後30日を経過する日又は令和５年２月24日のいずれか早い日となるため、支払予定日は令和５年２月24日までの年月日を記載すること。
３　収支予算

（収　入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	収　入  区  分
	収　入　金　額
	備　　考

	補　　助　　金
	　
	・ＣＦ仲介事業者に支払う手数料
の1/2以内
・上限25万円

	自　己　資　金
	　
	　

	そ　　の　　他
	　
	 

	合　　　計
	
	　

	（支　出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円）

	経　費  区  分
	補助対象経費
（消費税及び地方消費税を除く）
	備　　考

	手　　数　　料
	　
	ＣＦ仲介事業者に支払う手数料

	合 　   計
	

	　


※収入と支出の合計額が一致すること。
【交付申請時の添付書類】
①　使用するクラウドファンディング仲介事業者の手数料の算定根拠が示された書類
②　事業実施主体が個人の場合、令和３年分確定申告書Ｂの写し
③　事業実施主体が会社等の場合、概要がわかる資料（直近会計年度の収支決算書、全体の事業内容（概要）等）
④　その他参考となる資料（必要に応じて添付）
【交付申請時の留意点】
・　交付申請時の添付書類により審査を行うため、内容については具体的に記載すること。
【実績報告時の添付書類】
　①　クラウドファンディング仲介事業者の審査承認が確認できる資料（契約書や
審査承認のメール等）の写し
　②　クラウドファンディング仲介事業者が運営するウェブサイトの掲載ページを
印刷したもの　
　③　クラウドファンディング仲介事業者に支払う手数料率、手数料額が確認できる資料の写し

④　補助金の交付先となる口座の通帳（表紙及び表紙中）の写し
⑤　その他参考となる資料（必要に応じて添付）
【実績報告時の留意点】
補助対象経費について、令和５年２月24日（実績報告書の最終提出期限）まで支払いを完了している分のみが補助対象となるので、留意すること。
【計画書（報告書）作成上の留意点】
記入欄が不足する場合は、行・ページを増やすこと。様式への記入が困難な場合は、適宜、別紙とすること。
（A）








